
Ⅰ　問題の所在と目的

　乳児は運動発達の過程において定頸，寝返り，
はいはい，つたい歩き，ひとり歩きへとヒト特有
の典型的な発達パターンをみせる．生後 1年間は
原始反射としてみられる不随意運動から随意運動
へと運動発達を成し遂げ，仰向け姿勢からうつ伏
せ姿勢へ寝返り，はいはいなどの移動運動を獲得
後，立位，歩行を開始するなど著しく成長を見せ
ることがわかる．
　さらに日常生活において乳児の活動を観察する
と，寝返りを獲得する前の乳児は仰向け姿勢で手

合わせや自分の足を口に入れるなど身体の正中線
へ向けて，あるいは正中線を超えて手足を動か
し，仰向け姿勢からうつ伏せ姿勢に寝返った後は
重力に抗して両手で上半身や下半身を持ち上げ
て，次第にはいはいで移動運動を開始する．乳児
が寝返り，はいはいなどの移動運動を行うこと
は，他者によって環境に位置付けられる受動的存
在から，環境へ主体的かつ能動的に働きかける探
索者としての存在への変容過程という側面をもつ
（Reed, 2000）．そこには好奇心から自らの視覚の
対象となるヒトやモノを掴みたいという欲求が，
寝返りやはいはいなどの移動運動として現れる
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（Piaget, 1966）．すなわち乳児の心理的欲求が原動
力となって運動発達が進む．また，はいはいは視
覚，手指，口の操作が統合され，乳児が自発的に
対象物に接近したいという意欲が増加していく中
で可能になり，姿勢の安定変化や手と足の協応が
促進された結果として表れる運動であるとされる
（秋葉，1981）．
　これまでの先行研究では，このような乳児の発
達過程に関して，乳児が歩行を開始するまでのう
つ伏せ遊びの重要性（Dudek‒Shriber and Zelazny, 

2007；Pin, 2007；Kuo et al., 2008；田中ほか，
2010）や，はいはい獲得の重要性（中嶋ほか，
1987；Bell and Fox, 1997；Touwen et al., 1992）は
主に乳児期以降の運動発達と関連して検討がなさ
れてきている．しかし，社会状況や環境の変化に
伴い母親の育児責任が強調され，育児で孤立化し
がちである母親の間では便利な育児用品の利用が
高まっており（白神，2009），育児用品の種類，さ
らにはその使用の仕方によっては乳児のうつ伏せ
遊びやはいはいなどの乳児が全身を使った主体的
な活動が制限されていることを指摘できる
（Abbott and Bartlett, 2001）．育児用品の代表的な
もののひとつとして歩行器があげられるが，その
使用によりうつ伏せ姿勢で過ごすことや這うなど
の全身運動が妨げられることにより，その後の運
動発達や社会性の発育への影響が報告されてきて
いる（Thein et al., 1997；Garrett et al., 2002）．さ
らに歩行器の使用に関しては事故の報告や（加藤
ほか，2013），自立歩行が遅くなる可能性（足立ほ
か，2004），安全な転び方の学習が阻害されること
などが推測されている（鳥居，2015）．また，歩行
器の使用によりはいはいの継続期間が減少するこ
とによる発達への影響の指摘もある（稲月，
2015）．歩行器の使用による乳児の発達への影響
を勘案し，カナダ保健省は2004年より歩行器の使
用及び所持を禁止し（カナダ保健省，2004），アメ
リカでもその方向に進んでいるなど，歩行器と乳
児の発達との関連は国内外で議論が継続されてい
る．
　このように歩行器の使用は，乳児の発育と関連
して検討が継続されているものであるが，現在の
育児事情の中で使用される育児用品は，歩行器以
外にも多種存在している．しかし，これまでの先

行研究では歩行器以外の使用状況は調査されてい
ないのが現状である．そのため，本研究では一生
の中で目覚ましく運動発達を遂げる生後 1年間に
限定し，育児用品の使用状況について調査したの
で報告する．
　なお，本研究における育児用品とは，家庭内で
保護者が乳児を養育する時に用いる用品に限定
し，ボールやプレイジムなどそれを用いて遊ぶも
のは含めない．

Ⅱ　方　　　法

１．調査対象者
　本調査は，兵庫県，岡山県，鳥取県内の公，私
立保育所，認定こども園に在園する乳児の保護者
612名を対象として実施した．今回の調査では対
象を，回答内容に含まれる記憶の曖昧さを最小限
にするために，0歳児クラスのうち満 1歳を迎え
ておりかつ歩行を獲得した児童の保護者および 1

歳児クラスの児童の保護者に限定した．

２．調査期間
　2015年 9月～2015年 10月までの間に，承諾の
得られた保育所等に，質問紙の配布・回収及び返
送を依頼した．

３．調査内容
　調査項目は性別，生年月日，対象児の生後から
満 1歳を迎えるまでに使用した育児用品，及び使
用期間とした．調査対象とした育児用品は，子育
て支援センターへ来園した 30名の保護者を対象
とした事前の聞き取り調査を行った結果から，家
庭内での使用頻度が高かった 6種類の育児用品を
選定した．なお，各育児用品の名称は各製造会社
によって差異があるため，図 1の各図，及び名称
によって示した．また，アンケート用紙の一部を
参考までに図 2に示す．

４．回収状況
　対象となった乳幼児 612名のうち，377名の保
護者から回答が得られ，回収率は 61.6％であっ
た．その内，これまでの先行研究を参考に妊娠期
から調査時までの期間に何らかの発達上の診断を
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受けた児，出生時に 2500 g未満の低体重児，37週
未満の早産児，ひとり歩きの獲得が生後16カ月以
降であった児，計70名は運動発達の遅れの可能性
を考え対象から除外した．有効な対象児は男児
165名，女児 142名，計 307名となり実質回収率
は 50.2％，有効回答率は 81.4％であった．

５．対象児の基本属性
　実調査対象児（307名）の全員が保育園あるい
は認定こども園に通っており，母親の 93.6％と父
親の 99.1％が就労している家庭であり，母親の年
齢は 33.1±4.64歳，父親の年齢は 34.2±5.30歳，
核家庭数 234（76.2％）拡大家庭数 73（23.8％），

きょうだいがいる家庭数 178（58.0％）きょうだい
がいない家庭数 129（42.0％）であった．

６．倫理的配慮
　研究対象児の保護者に対して，①本研究の目的
と方法，②得られたデータは厳重に保管し本研究
の目的以外には使用しないこと，③研究結果は個
人を特定する情報に関しては公表しないこと，④
本研究への参加は保護者の自由意志であり，参加
に同意しなくても不利益を受けることがないこと
を文章で説明した．本研究は兵庫教育大学倫理委
員会（平成 27年度第 7号）の承認の下で実施し
た．
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図　1　6種類の育児用品

スリング バウンザーや
ラック

おんぶ紐 だっこ紐

乳児用椅子

歩行器

図　2　アンケート用紙の一部
（例・使用していた期間が２カ月頃から 5 カ月半頃までの間の場合） （カ月）

【例】スリングを使用していた期間

●以下のイラストのような育児用品を使用をされていた期間を例のように記入して下さい。
●また，もっとも使用されていた期間の一日当たりの平均時間を記入して下さい。

この育児用具を最も使用した時期　生後【 2 】カ月頃　およそ【 3 】時間／一日
□　使用していない

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12



Ⅲ　結果と考察

１．使用人数・使用率（表 1）
　各育児用品の使用人数・使用率をみると，抱っ
こ紐の使用者は 307人中 238人，使用率は 77.5％
と一番高く，次いでラック・バウンザー 204人
（66.4％），乳児用椅子 197人（64.2％），おんぶ紐

138人（45.0％），歩行器 97人（31.6％），スリン
グ 48人（15.6％）であった．
　おんぶ紐の歴史は平安時代までさかのぼり，乳
児を背中におんぶすることによって養育者の両手
が空き労働ができていたことに対し，今回の調査
結果で使用率が一番高かった抱っこ紐は，養育者
が乳児を前抱きで抱っこすることによって労働が
限られるだけでなく，育児に専念するという目的
に限定される．つまり「労働のためのおんぶ」か
ら「育児のための抱っこ」へと変化を遂げたこと
が指摘できる（阿部ほか，2014）．今回調査した 6

種類の育児用品のうち，養育者と乳児が密着して
おり，かつ労働よりも育児に専念する育児用品は
抱っこ紐とスリングであり，中でも抱っこ紐の使
用率の高さは現在における子育てスタイルを物
語っているといえるだろう．
　本研究の事前聞き取り調査によると，ベビー
カーの購入よりも抱っこ紐の購入を優先し，家の
中でも頻繁に使用したという意見があった．その
理由は，他の育児用品に比べて抱っこ紐の使用は
養育者が乳児と密接に関わることができる，外出
時もベビーカーの使用に比べて軽量で運びやす
い，乳児が泣いたときに使用したら落ち着いてく
れるなどであった．このように多様な機能を果た

す抱っこ紐は，養育者の側にとっても便利なもの
であり，乳児の側にとっても抱かれることで安心
感を抱いていることは否定できない．しかし議論
が継続されている歩行器の使用率 31.6％よりもは
るかに高い結果となった抱っこ紐の使用率 77.5％
を考えるとき，抱っこ紐の使用と乳児の発達との
関係性を改めて検討課題とすることは意義のある
ことではないかと考えられる．

２．一日あたりの平均使用時間（表 1）
　各育児用品の一日あたりの平均使用時間は，長
時間使用されていた順にラックとバウンザーが
3.0時間，次いで抱っこ紐が 1.6時間，おんぶ紐が
1.0時間，乳児用椅子が 0.8時間，歩行器が 0.4時
間，スリングが 0.3時間であった．
　6種類の育児用品の中で一日当たりに最も長時
間使用されたラックとバウンザーは新生児期の睡
眠時及び覚醒時のベットとしての役割から，離乳
食などの時に使用するための椅子としての使用さ
れている．今回の調査で質問した 6種類の中で
ラックとバウンザーはベットの状態で乳児の睡眠
時及び覚醒時の使用の使用と，ベットの状態から
椅子状態へ変化させて離乳食時などにも使用でき
るため，一日当たりの使用時間としては 6種類の
中で最も使用されたものであると窺える．

３．平均開始月齢（表 1）
　各育児用品の平均開始月齢は，早期に使用が開
始された順にスリングが生後 1.9カ月，ラック・
バウンザーが 2.1カ月，抱っこ紐が 3.4カ月，乳児
用椅子が 6カ月，おんぶ紐が 6.1カ月，歩行器が
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表　1　各育児用品の使用状況

各育児用品 使用人数 使用率
最も使用した
平均時期
（カ月）

最も使用した時期の
一日あたりの
平均使用時間
（時間）

平均使用
開始月齢
（カ月）

1歳までの
平均使用期間
（カ月間）

抱っこ紐（抱っこスタイル） 238 77.5％ 5.2 1.6 3.4±2.4 6.7±4.1
ラック・バウンザー 204 66.4％ 3.4 3.0 2.1±2.9 6.6±5.2
乳児用椅子 197 64.2％ 6.3 0.8 6.0±2.3 3.9±3.4
おんぶ紐（おんぶスタイル） 138 45.0％ 5.2 1.0 6.1±3.5 3.4±3.8
スリング（横抱きスタイル）  48 15.6％ 2.6 0.3 1.9±2.2 1.6±3.8
歩行器  97 31.6％ 7.4 0.4 7.8±2.4 1.3±2.3

n＝307（複数回答有）



7.8カ月であった．
　6種類の育児用品のうち，とくに早期に開始さ
れたものは，スリング，ラック・バウンザーの 2

つであったが，これらは養育者が横抱きで乳児を
仰向け姿勢を保持できるものである．厚生労働省
（2010）の「平成 22年度（2010年度）乳幼児身体
発育調査」によると，「首のすわり」ができるよう
になるのは，生後 2～3カ月で 11.7％，生後 3～4

カ月で 63.0％，生後 4～5カ月で 93.8％となってい
る．首のすわりができるまでは，乳児を横抱きで
姿勢保持することが保健指導で行われていること
を支持する結果であったといえる．次いで早期に
使用が開始されたものは抱っこ紐であったが，こ
の抱っこ紐は乳児を縦抱きで姿勢保持するもので
あり，それを使用された乳児の中には首のすわり
を獲得していない乳児の存在が推測されることか
ら，発達に応じた乳児の姿勢保持は，今後も保健
指導の検討課題として重要であろうと考えられ
る．

４．1歳までの平均使用期間（表 1）
　1歳までの各育児用品の平均使用期間は，長期
間使用された順に抱っこ紐（抱っこスタイル）が
6.7カ月，ラック・バウンザーが 6.6カ月，乳児用

椅子 3.9カ月，おんぶ紐（おんぶスタイル）が 3.4

カ月，スリング 1.6カ月，歩行器 1.3カ月であっ
た．
　厚生労働省（2010）の「平成 22年度（2010年
度）乳幼児身体発育調査」によると「ひとり歩き」
ができるようになる時期は，生後 11～12カ月で
35.8％，生後 1年 0カ月～1カ月で 49.3％となって
いる．すなわち今回の結果は，乳児がひとり歩き
を獲得するまでに使用されていた育児用品の平均
使用期間であるといえる．ひとり歩きを獲得する
までの乳児の運動発達は，仰向け姿勢からうつ伏
せ姿勢への変換，うつ伏せ姿勢からはいはい運
動，はいはい運動から座位姿勢へ姿勢変換及び活
動期間であるといえる．言い換えれば立位姿勢を
獲得するまでの横臥位の姿勢で過ごす期間であ
り，その期間の育児用品の使用は乳児が床面で仰
向けやうつ伏せ姿勢での能動的な姿勢維持や全身
活動の減少を推測させるものであるといえよう．

５．各月齢時の育児用品使用者総数（図 3）
　各月齢時に分けて，育児用品の使用者総数を複
数回答による延べ人数でまとめたものが図3であ
る．この結果と乳児の運動発達過程との関連性を
考えてみたい．
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図　3　各月齢時の育児用品使用総数
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　生後 1年間に運動発達が著しく変化する特徴と
しては，乳児はおおむね生後 5カ月～6カ月には
仰向けからうつ伏せへ寝返り，その後は，はう，
つかまり立ち，歩くなど著しい運動発達と共に，
乳児が自ら移動し探索する範囲が広くなる．保育
所保育指針（厚生労働省，2018）では乳児保育に
関わる基本的事項として，乳児の著しい運動発達
の特徴を踏まえ，乳児の発育に応じて遊びの中で
身体を動かす機会を充分に確保し，自ら身体を動
かそうとする意欲が育つようにすることとされて
いる．実際の乳児保育現場においては，乳児が自
ら玩具や身の回りのものを，見て触れるなどの探
索活動を通して感覚の発達が促されるように清潔
で安全な環境構成が工夫されている．しかしなが
ら今回の調査対象となった乳児の家庭環境は，乳
児の探索活動が盛んになる月齢頃から育児用品の
使用者総数が増加していることから，乳児の主体
的な全身を使った遊びが制限されていることが指
摘できるのではないだろうか．乳児が生活の中
で，興味や欲求に基づいて自ら周囲の環境に関わ
り，身近な人やものなどの環境から刺激を受けて
心身が育まれるように配慮された保育所環境と，
家庭環境との相違を捉えるとするならば，ここに
乳児のための家庭環境に関する育児支援を提案で
きるのではないだろうか．

Ⅳ　考　　　察

　各社の育児用品の宣伝によると，乳児が養育者
に抱かれて安心することを目的とされた用品もあ
れば，まだ自分で座位姿勢を保つことができない
乳児の姿勢を補助する用品，養育者が家事などの
間に乳児から目を離しても安全に過ごすための用
品，乳児の睡眠を促すための補助的な用品，養育
者のファッションを目的とされたものなど，使用
場面や使用目的は多様である．現在，育児に不安
や負担を抱える養育者にとって，育児用品は必要
性が高いものであると捉えられるが，このことと
関連づけて乳児の立場から生後 1年間の運動発達
の過程を考えたい．
　その間の乳児の運動発達は最も著しい時期であ
り，乳児が寝返り，這う，独立歩行へと段階的な
運動を繰り返していく中で重力に抗する力が備わ

り，環境に適応しながら発達する．このような各
動作を獲得していくその基礎には，床面（地）の
上での清潔で安全な環境が条件とされる．乳児が
主体となって周囲の物や人に対して好奇心や親し
みを持ち，能動的に身体能力を駆使し全身のバラ
ンスをとりながら移動する（Pikler, 1968）．そこ
には，乳児の意志が伴うことも忘れてはならな
い．従って，育児用品の役割は親子にとって生活
を便利にしたり，時には安全を保障したりするも
のであることは否定できないが，その使用により
床面で乳児が全身を使った主体的な活動だけでな
く，意欲を制限されることも次に一考しておきた
い．
　乳児期の運動発達は単に運動の自由度が拡大す
るだけではない．これまでに乳児が主体的に環境
を探索する活動は，心理的な育ちにも深く関与し
ていることが示されている．例えば，乳児が環境
へ向けて自由に働きかけることができるようにな
ることに従って，視覚的に共同注意も発達してい
くことは，単に興味の範囲の拡大や注意の分散化
にとどまらない（山本，2011）．乳児がはいはいな
どの活動によって自らの意欲で生活空間を拡大し
ていく，それは同時に運動発達を促進する原動力
となっている．過去に乳児が身体を駆使した活動
について，頭の中でイメージを浮かべいくつかの
動作を記憶想起し，状況に適した行動を柔軟に行
うことも乳児にとって身体面と心理面が相互に絡
み合って成長していく過程である（Herbert et al., 

2007）．従って，乳児が歩行を獲得するまでの運動
発達の過程において，身体的な発達だけでなく，
心理的な発達を保障するという観点からも育児用
品の使用に関しては検討する意義があろう．
　乳児の探索活動が家庭内で活発になる過程にお
いて，養育者は乳児の安全を守るために，家庭内
の活動範囲を制限する理由で育児用品を使用する
こともあるだろう．また，乳児が主体的に探索活
動を活発にする一方で，養育者への接触欲求も強
くなる時期であることから，養育者が乳児を抱い
たり背中に負ったりするための育児用品の便利さ
に依存する可能性もあろう．今回の調査において
育児用品をはじめ生活の利便性が向上したことに
よって，日常生活において身体を動かす機会の変
容，更にはそれの影響を検討する必要性が高まっ
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ている現実が確認された．とくに本研究の結果
は，乳児の動きが活発になってくる 6カ月以降に
乳児用椅子，歩行器，おんぶ紐，抱っこ紐などの
使用者数が増える様子を捉えている．本研究では
各育児用品の使用時期と一日あたりの使用時間を
主な調査内容としたが，今後さらに，各用品使用
の目的やタイミング，例えば午睡中もしくはその
直前か否かなどの項目を加えた検証が進むことに
より，育児用品の使用と乳児の健全な運動発達と
の両立につながると期待される．
　幼児期運動指針（文部科学省，2012）では，幼
児期に獲得しておくことが望ましい基本的な動
き，生活習慣及び運動習慣を身に付ける効果的な
取り組みについて提案されている．幼児の発達
は，乳児期からの様々な質的発達側面が基礎と
なっていることに着目すれば，生後からの育ちゆ
く成長過程において乳児の体を動かしたい，探索
したいという欲求や，乳児の運動遊びを保障する
視点を持つことが望まれる．まずは客観的に乳児
期の運動発達とそれに関係する育児用品の特性に
ついて保護者への理解を働きかけ，乳児の活動を
保障する家庭環境づくりに関する啓発が求められ
るであろう．

Ⅴ　結　　　語

　本調査により乳児の生後 1年間における 6種類
の育児用品の使用状況が明らかとなった．先行研
究において乳児の発育発達への影響を指摘する育
児用品は歩行器のみであったが，本研究により，
歩行器より長い時間使用する用品の中にも，乳児
の主体的な活動を抑える可能性のあるものの存在
が明らかになった．本研究で示したこの結果が，
乳児期の育児環境や発達課題を踏まえた育児用品
の使用を考えるきっかけとなり，育児用品の使用
と乳児の発育発達との関連をより多面的に検証す
る基礎となることが期待される．
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